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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 33
避難訓練は、年２回定期的に行っているが、消防署や
消防団などの監督機関の指導やサポートを依頼して、
連携して災害対策を行うことを期待したい。

消防署や消防団との連携した災害対策が実施でき
る。

・避難訓練時に消防署からの人員派遣を要請する。
・訓練終了後には改善点を指導頂く。
・町内会長様へ地域消防団員の紹介依頼。
・消防団と協力した災害マニュアルの作成。
・消防団と連携した避難訓練の実施。

６ヶ月

2 35

重度化した場合は、主治医の指示の下、連携して支援
に取り組んでいるが、看取りの事例の研修会を定期的
に行って、学びながら職員間で共有して対応することを
期待したい。

①職員１人１人の看取りについての理解度を把握
できる。
②ホーム内看取り事例研修会の定着と研修機会を
提供できる。

・年３回の看取り事例研修会を実施する。
・職員一人一人に看取り理解度テストを実施する。
・看取り事例、社内全体研修での職員への参加を調整
する。
・社外研修への参加を調整し、内容をホーム会議時に
伝達してもらい、全体で共有をする。

１年

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画


